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第２章 岡山市の現状と課題 

 

社社会会経経済済情情勢勢のの変変化化  

 

（１）人口減少と高齢化の進展 

岡山市の人口は、今後20年で約3.5 万人減少し、その間に、高齢者（65歳以上人口）は約３

万人増加し、高齢化率は33％に上昇することが予測されています（図2-1）。また、周辺部では、

都心や都心近郊と比較して高齢化が進行することが予測されています（図2-2）。 

今後は、超高齢化社会を見据えた質の高い交通サービスの提供が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 2045年

＜凡例＞
65歳以上人口割合

１ 

図2-1 総人口の減少と高齢化

図2-2 地域別の高齢化率（現況と将来）

出典：国勢調査（1960 年～2015 年）、岡山市推計（2020 年～2045 年）

出典：国勢調査（2010 年）、岡山市推計（2045 年）
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（２）岡山都市圏の中心市としての役割 

岡山市への通勤・通学者の割合が５％以上を占める市町は12市町あり、岡山市を中心とする人

口150万人の都市圏を形成しています。 

岡山市へ通勤・通学している市外居住者は１日あたり約７万人となっており、日々、市域を跨

ぐ広域の交通流動が発生しています。 

岡山市は、岡山連携中枢都市圏の中心市でもあり、近隣市町との連携の中で、広域的な観点で

交通施策を推進することが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）観光需要への対応 

岡山市内の観光客数は、コロナ禍の影響により減少していましたが、2022年には回復に転じて

います（図 2-4）。岡山空港の外国人入国者数も同様に減少していますが（図 2-5）、2023 年から

国際線の運航が再開されたことにより、今後の回復が期待され、活力と創造性あふれる経済・交

流都市の実現に向けて、外国人や初めて岡山市を訪れる観光客にとって、移動しやすい交通環境

の整備が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（2015）

出典：岡山市観光統計 出典：出入国管理統計表

図2-4 市内観光客の推移 図2-5 岡山空港の外国人入国者数の推移

図2-3 岡山市へ通勤・通学する人数・割合

岡山市内

329,643

83%

市外

68,860

17%

人/日 

人/日 

531 
563 

584 

758 

830 

763 

683 

758 

305 
258 

509 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

（万人/年）

2.4 2.6 2.3 2.6 

4.7 

7.0 

9.9 

9.1 

0.9 

0.0 0.0 
0

2

4

6

8

10

12

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

（万人/年）

北区
76.6%

中区
51.3%

東区
54.9%

南区
56.1%倉敷市

10.1%

津山市
1.3%

玉野市
22.2%

笠岡市
3.8%

井原市
1.9%

総社市
13.7%

⾼梁市
2.6%

新⾒市
1.1%

備前市
14.9%

瀬⼾内市
30.2%

赤磐市
32.3%

真庭市
0.9%

美作市
1.3%

浅口市
6.0%

和気町
19.5%

早島町
26.5%

⾥庄町
5.3%

新庄村
0.8%

鏡野町
1.2%

奈義町
0.5%

⻄粟倉村
0.3%

久米南町
15.8%

美咲町
3.9%

吉備中央町
9.5%

勝央町

矢掛町
4.5%

0.9%

岡山市内に通勤・通学する
居住人口が５％以上のエリア



岡山市地域公共交通計画 

10 

第

２

章

 

第

３

章

 

第

４

章

 
第

５

章

 

参

考

資

料

 

第

１

章

 

 

（４）まちづくりの動向 

 ① 都心部の人口回帰 

都心部の人口は 2000 年以降増加に転じており、現在は 1985 年の水準まで回帰しています(図

2-6)。 

都心部では、新市民会館「岡

山芸術創造劇場ハレノワ」の整

備が完成し、その他複数の地区

で再開発が予定されており、ま

ちづくりの動きが活発化してい

ます（図2-7）。 

都市の躍動感を創出し、住み

やすさに磨きをかけるためには、

これらのまちづくりと連動した

交通政策の推進が必要となりま

す。 

イオンモール岡山
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公
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： 事業地区 （6地区）

： 事業完了地区（14地区）

野田屋町一丁目2番3番地区
（商業、ホテル、共同住宅）

表町一丁目1番地区
（商業、業務、医療、共同住宅）

天神町10番地区
（商業、業務、子育て支援、共同住宅）

表町三丁目15番地区
（商業、業務、地域交流、共同住宅）

蕃山町1番地区
（商業、業務、保育園、診療所共同住宅）

駅前町一丁目2番3番4番地区
（商業、業務、ﾎﾃﾙ、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ、共同住宅）

岡山芸術創造劇場ハレノワ
 

図2-7 市街地再開発事業の動向

図2-6 都心部の人口回帰
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 ② 低密度な市街地の拡大 

都心部で人口回帰が進む一方で、人口密度が40人/ha以上の人口集中地区の面積は、55年間で

4.4 倍に増加しましたが、人口密度は 0.6 倍に低下しており、モータリゼーションの進展に伴っ

て、自動車での移動を前提とした低密度な市街地が拡大しています（図2-8、図2-9）。 

このような過度に自動車に依存した都市構造により、公共交通の衰退や交通渋滞、温室効果ガ

スの排出等による地球環境問題など、様々な問題が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：国土数値情報

出典：国勢調査

図2-8 市街地の拡大と人口密度（DID地区）の推移

図2-9 土地利用状況の変遷（建物用地の拡大）
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（５）財政負荷を緩和するための都市づくりと健康推進 

直近13年間で社会保障関係経費は約２倍に増加しており（図2-10）、これからの高齢化に伴い、

さらなる財政負荷の増加が予想されます。 

公共交通利用は自動車利用よりも歩行量（運動量）が多いこと（図 2-11）、また、健康増進に

より医療費の縮減効果があることが示されており（図 2-12）、コンパクトでネットワーク化され

た都市づくりにより、公共交通利用を促進することで、健康増進による社会保障費の縮減も期待

できます。 
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出典：岡山市ホームページ「健幸ポイントプロジェクト」 

図2-12 健幸ポイントプロジェクト参加者と

非参加者の総医療費比較 

図2-11 都心の徒歩移動距離（休日）

図2-10 高齢化に伴う社会保障関係費の増加 

出典：岡山市の財政状況扶助費：生活保護、児童手当、障害者関係経費、保育所関係経費など 

繰出金：保険医療特別会計への繰出金(介護保険、後期高齢者医療、国民健康保険) 

「健幸ポイントプロジェクト」： 

健康づくりに関する取組を実践することで、健幸ポイントをもらうことがで

き、商品券等と交換ができる取組（H26～28 年度にかけて実施） 

出典：岡山市プローブパーソン調査（H29）
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